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インターネットベースの授業で定期的な授業出席はなかった。２
回のテストと学期末のレポートがあるが、しっかりと教科書の内
容を覚えていなければ解けない。

Introduction to the 
American Political 

Process

George Krause ３回の選択式試験がある。授業の他に、Ph.D.の
⽣徒が⾏う復習の授業に出席しなければならな
い。

Religion and 
Politics

Kristen Tobey 2週間に1冊の本を終わらすペースで進む。プレ
ゼンテーション、2回の試験、ペーパーなどが
あった。

Turkish 2 Nur Lider 課題に加え、２つのプロジェクト、2回の試験で
評価される。

Media and Politics Katherine Francis 毎週News Analysis Paperの提出と2回の中間テスト、1回の期末試
験、その他リーディング、special assignmentがある。毎
週、Comedy Showの分析があったが、アメリカンジョークなど
理解が難しいときは、現地学⽣に助けてもらうのが良い。

Intensive 
Elementary 

Spanish

Kayla Welch 毎週の課題が重い。⼀学期で５つの試験があ
り、作⽂の提出も4回ある。

Foreign Policies in 
a World of Change

Ronald Linden 授業での成績は中間試験、期末試験、そしてラ
イティング課題によって評価される。

Personal Fitness 毎回変わる ジムで毎回異なるエクササイズを⾏う。テスト
は特になし。

ESL Advanced 
Writing

LuAnn Pengidore Writingの課題が多い。院⽣向けの授業であった
ので学期末にresearch paperの提出がある。

1回⽣向けの授業は200⼈規模で⾏われ、講義スタイルが多く、試験も選択式。上回
⽣向けの授業は15~30⼈規模で⾏われ、グループアクティビティやディスカッショ
ンも活発に⾏われる。アメリカ⼈学⽣はGPAにこだわるため、成績に不満がある
と、教授とアポをとり相談していた。
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この留学⽣活では、質の⾼いアメリカの教育を受けることができ、留学の⽬的でも
あった、⾃分の研究分野での知識を深めることが出来た。勉強以外に留学⽣活を充
実させるこつとしては、⼈との出会いを⼤切にすることである。ほとんどの留学⽣
が、誰も知り合いがいない状態で留学⽣活をスタートさせるであろうが、英語での
コミュニケーションに臆することなく、現地で出会う⼈と交流することが⼤切だ。
はじめに仲良くなるのは、各国から集まった留学⽣達であろう。学期のはじめにあ
るオリエンテーションで顔を合わせることが多く、留学⽣向けのイベントなども⽤
意されているため、⾃然に仲良くなれるだろう。私の場合、⻑期休暇のときには、
ヨーロッパにある彼らの実家を訪れ、数⽇間滞在させてもらった。また、現地で⽣
活する⽇本⼈のコミュニティも⼤切にした⽅がよい。優秀な⼤学院⽣や研究員、駐
在の省庁職員、こちらでビジネスを⾏う社会⼈などと、フランクに飲み明かせるの
はアメリカという外国の地だから出来ることであろう。ピッツバーグには、⽇本⼈
のメーリングリストがあり、誰かが帰国するとなるとガレージセールの知らせが届
いたり、ものを譲って頂いたりした。私は特別なクラブなどに所属していなかった
ため、現地のアメリカ⼈学⽣とは、同じクラスルームから友だちになるパターンが
おおかった。こちらの⼤学では、１つの授業が週に２〜５回あるため、クラスメイ
トと顔を合わせることが多い。テスト前にノートを⾒せ合ったり、書き上げたレ
ポートを確認したり、授業のテーマに関する問題について議論したりしたのは良い
思い出である。留学の後半からは、寮を出て、⼤学からバスで１５分ほど離れた
Squirrel Hillという場所でアパートをシェアしていた。学⽣ばかりいる⼤学周辺とは
違い、学⽣以外の⼈たちが多く住んでいたが、⻑く住むうちに地域にとけ込むこと
が出来た。近所の繁華街では、映画館やカフェ、ビアストアで働く地域の⼈たちと
仲良くなり、サービスしてもらうことが多かった。このように、知り合いが０の状
態から、ピッツバーグを去る頃には、様々な⼈との別れを惜しく感じていた。これ
から、留学を考えている⼈たちには、勉強はもちろん、Social Lifeも充実した留学⽣
活を送って欲しい。


